
暑さが厳しかった夏もようやく去

り、虫の音の聞こえる季節となりまし

た。会員の皆様には、益々ご清栄のこ

ととお慶び申し上げます。平素は同窓

会にご理解とご支援を頂き、深く感謝

申し上げます。

さて、母校では今春、創立132周年の

臨時総会でご挨拶を戴いた越村清治校

長先生が勇退され、武蔵野市立第三小

学校長から星野昌治先生をお迎え致し

ました。そこで、新旧の校長先生がお

寄せ下さった一文をご紹介致します。

今年は終戦から60年の節目というこ

ともあり、あちこちで特集が組まれて

いました。番町でも集団疎開を経験さ

れた同窓生の方々に週刊朝日の取材が

あり、8/12号に4ページにわたって掲

載されました。お読みになった方も大

勢いらっしゃると思いますが、その中

にお名前のある高澤先生に原稿をお願

いし、ご寄稿頂きました。また、星野

先生の文中にある岩上先生との思い出

を、同窓生が文章にしてくれました。

今回初めての試みですが、愛育会の

ご厚意により、今年同窓会に入会した

中学1年生の卒業の一言と母校の今を

掲載しました。母校番町小学校は今、

こんな形の1年を過ごしています。

盛りだくさんの内容ですが、会員の

皆様にお楽しみ頂けましたら幸いです。

今年度、武蔵野市立第三小学校長か

ら参りました星野昌治（ほしのよしは

る）でございます。日本一の学校であ

る、光り耀く番町小学校の校長に着任

できて、大変嬉しく誇りに思っており

ますと同時に、その職責の重さ、大き

さを強く感じております。

私は、昭和46年に東京学芸大学を卒

業し、すぐに教育実習を行った足立区

立弘道第一小学校の教諭になりまし

た。3年を経過した後、千代田区立西

神田小学校教諭となり10年間、番町小

学校を外から、教員の立場で見てきま

した。

その後、江東区立平久小学校教諭に

異動した後、千代田区教育委員会指導

主事、都教育庁指導部初等教育指導課

指導主事、主任指導主事、都立教育研

究所教科研究部長等を12年間経験し、

指導行政の立場から番町小学校を見て

きました。

また、自分の子供を千代田区内の小、

中学校に通わせ、親の立場からも番町

小学校を見てきました。

番町小学校は、子供も、保護者も、

先生も大変優れており、教育内容も充

実しており、当時、私たちにとっては、

模範となる憧れの素晴らしい学校でし

た。

明治4年に創立された番町小学校は、

今年で134年目を迎えます。歴史と伝

統のある、誇り高い番町小学校をいっ

そう高めていくために、また、名実と

もに日本一の学校づくりのために、誠

心誠意努力して参りたいと思っており

ます。

先日、「敬愛する恩師　岩上廣志先

生の出版を記念して、『光り輝く子ど

もたち」同窓会』を番町小で開催した

い」と、横山義文氏（五番町町会長）

が岩上先生を伴って学校にお出でにな

りました。

岩上先生の著書『光り耀く子どもた

ち』（春秋社）の一節に「私は出会い、

そして卒業していった子どもたちを、

いつまでも見守っているつもりになっ

ていました。しかし、最近、私は気が

ついたのです。見守られていたのは自

分ではなかったのかと。・・・退職し

たからといって、教師という仕事は終

わったというわけではないのです。私

の生きざまと、そして死にざまを通し

てはじめて子どもたちへの責務を全う

することになるのではないか、と思う

ようになりました。」とありました。

教育に携わる者として、とても意味深

いものを感じました。

学校は、子供たちのためにあります。

「番町っ子が育つ学校教育」を目指し、

保護者、地域、同窓会とともに創る学

校をモットーに学校運営をして参りま

す。どうぞ、ご支援とご協力をお願い

致します。本文題名は、岩上先生の著

書から引用させて頂きました。

光り耀く番町小

校長　星野昌治

第　３　号 平成17年10月
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学校は、次代を担う子どもたちを育

成する専門的な教育機関です。近代の

学校制度が発足して以来130年を超え

る歴史を重ねてきました。中でも番町

小学校は、明治４年開校という極めて

長い歴史を持っています。日本の国家

社会が、これだけの発展を遂げた背景

は、まさに教育にあると言えます。

学校は社会の制度の一つのしくみで

すから、社会の発展充実は、教育の成

果に間違いないはずです。

ところが、最近では、学校教育の成

果として自信をもってアピールできる

状況なのかが怪しくなってきたように

思います。長年学校教育に関係した者

として、誠に残念なことですが、今ほ

ど学校教育に対する信頼が揺らいでい

る時代はないのかもしれません。

公立・私立にとらわれず、教育は極

めて公共性の高いものです。特に、小

中学校は、義務教育と称し、全ての子

どもが等しく享受できるように制度的

に保障しています。その義務教育が、

三位一体の改革に関連して、そのあり

方そのものが俎上に上がっています。

保護者への就学の義務、地方公共団体

の学校設置義務、保護者への就学援助

等は継続するにしても、財政的負担を

どうするか、教育の質を左右する教員

の資質向上をどうするか、そもそも義

務教育の内容はこれでいいのか等が論

議になり、この秋にも一定の結論が出

されるとのことです。

一方、学校への信頼を揺るがしてい

る要因として、子どもたちの安全確保

の問題があります。

先日もある高校で、爆発物を教室に

投げ込む事件が発生しました。本来、

安全であるはずの学校がそれさえ担保

できない状況が発生しているのです。

昨年、佐世保で同級生を殺害した事件

も記憶に新しいところです。また、不

審者による教師殺害事件が発生するな

ど学校自体が安全を守る施設になって

いないのです。

しかし、これらは施設設備の問題と

して片づけるわけにはいきません。子

どもたちが、人の命を奪うという恐ろ

しい行為をする背景を考えると、今こ

そ教育の果たす役割の大切さを感じな

いわけにはいきません。社会全体に閉

塞感が漂い、大人でさえ孤立感をもち、

苛立っているように見えます。不登校

の子どもたちが１２万人もおり、人と

のかかわりの不得手な子どもたちが依

然として解消されていません。

犯罪を発生させた学校の校長は、「お

となしく、特に目立つようなこともな

く、普通の子どもです。」とコメントし

ます。普通の子が、異常な事件を発生

させているのが今の学校なのです。

作家の瀬戸内寂聴さんは、凶悪犯罪

の根底には、想像力の欠如があると指

摘しています。また、柳田邦男さんは

著書「壊れる日本人」の中で、最近の

子どもの性格傾向は、親のライフスタ

イルや子どもへの接し方、育て方全体

がかかわっていると指摘しています。

特に、携帯電話やインターネットに依

存する生活スタイルの危険性から、ケ

ータイ・ネット依存症への告別を主張

しています。

学校は、生身の

人間の触れ合いの

場です。活字文化

を大切にし、想像

力を高め、フェイ

スtoフェイスの対

面を大事にしたい

ものです。

番町小学校の歴史資料は、戦災で焼

失したり混乱で消失したりしています。

私はこの時期の昭和18年9月より昭

和25年3月の7年間、番町に奉職しまし

た。国民学校と称したり小学校となっ

たりした時代です。典型的な軍国主義

教育を受け、戦争の真只中に卒業と同

時に番町国民学校に赴任し、終戦を経

て混乱期が概ね落ち着き始めた時期に

退職しました。その為、当時の資料が

多少有りましたので役に立てて頂けれ

ばと、去年、旧名簿・記念誌・胸章・

写真等を寄贈しました。写真は写真集

にして、学校の資料室と一部の同窓会

幹事・卒業生に差し上げてあります。

機会が有って写真集を御覧になり、

欲しい写真があれば御連絡下さい。編

集してお送り致します。同窓会や同期

会に出席したくても、体調・居所その

他の都合で出席出来ず、御覧になる機

会がない方も居られるでしょう。参考

迄に目次を書き添えますと、7年間に

写した記録写真は、《Aブロック・学

童疎開以前……玄関・校庭・夏休みの

自由登校とプール 37枚。》《Bブロッ

ク・学童疎開……出発・五瑞荘を中心

学校教育の信頼回復

前校長　越村清治

番町小学校の歴史を思う

元教員　高澤延晴

週刊朝日8/12号



にした行事と記録・帰還109枚。》《C

ブロック・学童疎開……上吉田・終戦

9枚。》《Dブロック・20年度卒業生21

枚。》《Eブロック・戦後処理期……焼

け跡運動会・遠足45枚。》《F～G～H

ブロック・疎開思い出の会合94枚。》

と成っています。

昔の資料を整理していて感じた事で

すが、個人が所有する記録や記憶は、

時と共に消えて行きます。『疎開と教

育』『戦争と科学と精神力』『終戦時の

廃校騒ぎ』『あの時代の諸々の裏話』

など、一般的な資料は世間に有ります

が、番町小学校独自の資料は乏しいの

ではないでしょうか。あの当時を体験

していて当時を語り合える方が居られ

れば、何かと参考になる話も出て来る

でしょうに、その様な方が少なくなっ

て残念です。数十年経った昨今での思

い出には勘違いも有り、写真にしても

写真から受ける感情は様々ですが、今

後も役に立ちそうな資料が出て来まし

たらお届けする様に心しています。

同窓会の再建に努力されて居られる

幹事の皆様、会員の皆様もお忙しい中

で大変な事と存じます。お身体に気を

つけてご健闘下さい。末筆ですが、番

町小学校と同窓会の益々の発展をお祈

り致します。

【お詫びと訂正】平成17年5月迄に差し

上げました記録写真Cブロックの、昭

和19年10月～20年05月は昭和20年05月

～20年10月のミスブリントです、写真

の19（年）と共に訂正して下さい。誌

上をお借りして訂正とお詫び申し上げ

ます。

【事務局より…高澤先生にお写真に関

するお問い合わせをなさりたい方は、

事務局までご連絡下さい】

岩上廣志先生が音楽担当として番町

へ赴任されたのは昭和40年、私たち95

回生が4年生になった年のことです。

当時は1クラス55～6名、各学年5クラ

スという大人数で、休み時間に遊ぶ場

所が学年ごとに『今日は校庭、明日は

屋上』と指定され、1人当たりのスペ

ースも両手を広げた範囲内で、と決め

られていました。私も含めて遠方から

の越境入学者も多く、今振り返ると、

「小学生が、よくあれほどストレスを

溜め込んだ毎日をおくれていたもんだ

なー」と妙に感心してしまいます。

そのような中、岩上先生は私たちの

前に登場されました。いきなり「お前

たち、何やってんだーっ」とカミナリ

を落とされ、それまで優しい音楽の先

生に親しんでいた私たちにとって、か

なりショッキングな出来事でした。

「今度の先生はなんか凄そうだぞ」と、

最初の授業の後教室ではヒソヒソ声が

かわされ、やがてすぐにＡ君が「ガミ

ガミ先生」と命名、95回生と「ガミ先」

との闘いの日々が始まったのです。

教室の壁には、クラスのレパートリ

ー表が掛けられました。自分たちで決

めた曲を自主的に練習し、仕上がった

時点で先生に聴いて頂き、合格すれば

表に曲名を貼り足せます。が、何度ト

ライしてもダメな曲もありました。そ

れも演奏・歌唱法だけでなく「お辞儀

の仕方がワル―い」とか「笛を構える

動作が揃っていなーい」とか、矢鱈と

難癖（としか思えなかった）をつけら

れるのです。

私たちは、クラス全員で合格に向か

って一丸となり、練習を続けました。

いつしか演奏以外でのダメ出しが減

り、「羊の鳴きはソレしかないのです

か」とか「波のミはミとメの中間でな

いと」とグイッと引っ張られる瞬間が

多くなり、比例してレパートリーも増

えていきました。そうなると、他のク

ラスが気になって当然。放課後こっそ

り覗きに行っては一喜一憂したもので

す。6年生になる頃には難曲「ペルシ

ャの市場にて」もレパートリーに加わ

り、私たちの音楽に接する姿勢もしな

やかになっていきました。卒業記念に

学年全員で、「校歌」、学年レパートリ

ーの「会津磐梯山」「春の川で」「名誉

の旗手」をソノシートに吹き込むこと

も出来ました。

先生が、この度出版された著書「光

り輝く子どもたち」の中でも、番町小

学校での15年間が活き活きと描かれて

いて、行間から溢れ出る情熱と愛情に

目頭を押さえつつ、一気に読み終えて

しまいました。なぜあれほど私たちが

音楽に夢中になれたのか。また卒業し

て30年以上も経つのに『もみじ』を練

習なしでピタッと輪唱できるのか…。

いくつもの謎が氷解し、番町という素

晴らしい学校で岩上先生の薫陶を受け

られた我が身の幸せを、シミジミ実感

致しました。

今年７月には最初の教え子（おん歳

70歳）の皆さんが音頭を取られ、歴任

された７校の「光り輝く子どもたち」

が一同に会して出版記念パーティーが

開かれます。岩上先生の指揮棒で各学

校の学年唱歌はもちろん、全員で｢四

季の歌」も唄う予定です。

決して妥協することなく生徒一人ひ

とりと真剣に向き合い、導いてくださ

ったガミガミ先生。私たちがいつまで

も「光り輝く大人たち」として、この

社会に調和（ハーモニー）を響かせら

れるようご指導下さい。

【事務局より…岩上先生の著書に関す

るお問い合わせは、事務局までお願い

致します】

ガミガミ先生

昭和42年度　星野雅信

Coming Home Day 05.12.03（土）
13：00～16：00 資料室の見学が出来ます

※今年度は、午前中、講堂で学芸会が開かれています。同窓生もご覧になれます

ので、どうぞお越し下さい。



年始、花見、暑気払い。中秋の名月、

忘年会と名目を見つけては集まって飲

み駄弁る気のおけない仲間が、番町小

の同期会をやろうということになった

のが去年の暮れ。当然反対者はおらず、

メンバーが幸い1組から5組まで勢ぞろ

いしていたので、話はとんとん拍子に

進みました。クラス幹事が決まってお

り、毎年クラス会を開催し名簿が完備

されているクラスから、卒業後、クラ

ス会は数回やった記憶があるが３０年

以上前なので名簿はなく、誰がいたか

わからないというクラスまで温度差が

ありました。そのクラスでは、卒業ア

ルバムからクラスメイトをリストアッ

プし、集まったメンバーが協力して名

簿を整備しました。低学年の名簿、麹

町中学の名簿、高校・大学等色々な情

報源を求めて、補足率を高めました。

その成果を元に各クラスで呼びか

け、卒業以来の同期会が、去る5月14

日（土）、スクワール麹町（元の消防

署）で84名の参加をえて盛大に開催さ

れました。46年振りの再会は記憶を呼

び戻すのに苦労しましたが、卒業アル

バムの写真と見比べ、やんちゃ坊主の

面影を見つけたり青いレモンの思い出

が急に蘇ったりで、クラスの枠を越え

てあちこちで話の輪が広がりました。

2組担任の生島信夫先生、3組担任の戸

塚綾子先生にもお運び頂き、お元気な

お姿とお話に感激致しました。あっと

いう間に予定の3時間が過ぎ、お開き

となりましたが、皆去りがたく階下に

場所を移して2次会。予定以上のクラ

スメイトが残ったため、幹事は場所の

確保にうれしい悲鳴。同期会の話の続

きで2時間ほどワイワイガヤガヤ。来

年の再会を期して散会しましたが、ク

ラスによっては四ツ谷へ繰り出してい

きました。

小学校のクラスメイトは時間がたっ

ていてもすぐに打ち解け、昔話に花が

咲きます。生き生きとしていた小学校

時代が、まぶしく思い出されます。閉

塞感漂う今日この頃ですが、しばし忘

れて楽しいひと時を満喫した次第で

す。参加者全員の写真はとらなかった

ので、最多参加の6年2組の集合写真を

代表として掲載します。

参加者の声に押されて、幹事団は来

年も開催しようと思っています。われ

ら還暦です。今回の参加者も、今回残

念ながらこられなかった方も期待して

いて下さい。

Coming Home Day

ちょうど創立133周年の当日にあた

る平成16年12月4日（土）、初めての

Coming Home Dayを開催しました。

内容としては、小学校の資料室を開

放することと学年会・クラス会を開く

学年に集合場所を提供するということ

でした。生憎のお天気で沢山はお見え

になりませんでしたが、卒業してから

初めて母校に来たという年配の同窓生

もいらして、案内をした事務局員と話

が弾んでいました。

同窓会U-22

新入会員を含む若年層会員向けの企

画を検討した結果、「同窓会U-22」の

開催が決まりました。この会は新中1

から大学4年生までを対象に、アトラ

クション等を盛り込んで1年に1回、同

期会として同窓会がセッティングする

ものです。

平成17年3月26日（土）の当日は、

卒業したばかりの6年生はもとより予

想を上回る数の中高生が集まってビン

ゴに一喜一憂。その後は、久しぶりに

あった友人とおしゃべりをしたり校庭

でサッカーやバスケに興じたり。

終了後に届いた声を参考に、今年度

も企画を練ってまいります。

（副会長内田禮江様より、ビンゴの景

品として図書カードを始め多数のお品

物をご寄付頂きました。紙面を借りて、

厚く御礼申し上げます。）

番町子ども会

愛育会と学区域の町会を中心に開催

されてきた「番町子ども会」に、在学

生との絆を持つということから参加し

ています。今年度も、9月10日（土）

の午後開催され、会長以下幹事の方々

にお手伝い頂きながら、子どもたちと

触れ合いました。内容はラッキーチャ

ンスと銘打ったあて籤ですが、子ども

たちは自分の引いた番号で何が当たる

のか、わくわく。外れた子はちょっと

残念そうです。

その他、愛育会からお菓子のつかみ

取り、小学校からはおさつスティック、

ニコニコ堂さんのにこにこくじなどい

ろいろなブースが出て、800人以上の子

どもたちが夏の終わりを愉しみました。

【同期会便り】

【1年間の事業から】

昭和33年度同期会報告

4組　坪内文生





箱根移動教室

七夕集会

千代田区立小学校連合文化祭

大運動会

全校遠足



千代田区立番町小学校同窓会（以下、

同窓会）は、個人情報保護法および関

連法令を遵守し、同窓生から提供され

た個人情報を適切に利用・管理するも

のとし、以下の通り取り扱います。

１ 同窓生の個人情報は、同窓会会報

「番町」の発送、会費納入および寄

付のご依頼、同窓会事業の情報発信

ならびにクラス会および同期会への

支援のみに利用致します。

２ 同窓会は、ご本人の同意を得た場

合または法令に基づく場合を除き、

提供頂いた個人情報を第三者に開示

または提供致しません。ご本人が所

属したクラスもしくは学年のクラス

会もしくは同期会の幹事に提供する

場合も、同様とします。

３ 会費等をお振り込み頂く際に個人

情報をお知らせ頂いた場合、その情

報に基づいて同窓会で管理している

個人情報を更新させて頂きます。尚、

ご本人ご逝去の場合にはご家族から

のご連絡、または同期の方から新し

く提出された名簿等により、個人情

報を更新します。

４ 同窓会は、適切な安全対策を講じ

て個人情報の破壊、改竄、漏洩、減

失等を予防します。

５ 同窓生ご本人の個人情報に関する

お問い合せ、開示、内容の訂正、利

用停止または苦情につきましては、

下記までご連絡下さい。

同窓会事務局 080-3012-1001

E-mail: webmaster@bancyo.jp

または

bancyo-1204@t.vodafone.ne.jp

同窓会のホームページを、リニュー

アルしました。

今後は、年1回発行の本誌ではお届

けできない講演会や講習会の開催情

報、ご寄付頂いた写真のギャラリーな

ど、インターネットの利点を生かした

サービスの提供を図っていく予定でお

ります。また、フォーラム（掲示板）

に同期会やクラス会の開催のお知らせ

などを、載せて頂くことも可能です。

ホームページへのご意見ご要望がご

ざいましたら、下記までお願い致しま

す。

同窓会ホームページ

http://www.bancyo.jp

E-mail：webmaster@bancyo.jp

平成17年度の事業の一環として、講

習会を開催致します。これは、幅広い

年代の同窓生の交歓の場として、事務

局が企画するものです。今後も色々な

講習会を企画していきたいと考えてお

りますので、よろしくお願い致します。

また、絵手紙や実用書道、囲碁、コ

ンピュータ、フラダンスなどの講習会

を開いて頂ける講師の方も随時募集し

ておりますので、事務局までご連絡下

さい。

ビーズ講習会
講師　本木京子先生（昭和42年度卒業）

文部科学省許可　財団法人　日本余暇文化振興会　楽習フォーラム認定　　　　　

ビーズアートステッチ本部担当講師　ビーズアートスキルインストラクター

工房白涼花　主宰

2001. 5. ビーズソサエティにて奨励賞受賞　作品“夜桜”

2004. 5. ビーズアートジャパン大賞にて入選　　作品“南禅寺三門”

2005. 9. ヴェネツィアンビーズの美と工房展に“シルクロードの夢”出品

第1回　簪（かんざし）（募集人数20人） 第2回　ネックレス（募集人数20人）

日時　05. 11. 26（土）11：00～15：00 日時　06. 1. 14（土）11：00～15：00

場所　千代田区立番町小学校　1階第1会議室 場所　千代田区立番町小学校　3階ランチルーム

材料費・昼食代　3,000円 材料費・昼食代　3,500円

申し込み方法：葉書に希望の回（両方を希望の場合も可）、住所、氏名、卒業年度、電話番号をお書きの上、

〒154-0023 世田谷区若林3-10-1-509 中村方　番町小学校同窓会事務局　迄お申し込み下さい。

締切り：第1回　11月18日、第2回　12月20日（空きがある場合は、ご家族のお申し込みもお受けします。）

お問い合わせは、080－3012－1001（事務局）迄お願い致します。

作品（イメージ）

【講習会のお知らせ】

【個人情報の取扱について】 【同窓会ホ－ムページ】



1. 会議の開催

事務局

第1回　平成16年08月07日（土）

第2回　平成16年11月06日（土）

第3回　平成17年01月29日（土）

第4回　平成17年02月26日（土）

理事会

平成17年04月09日（土）

学年幹事会

平成17年06月04日（土）

2. 活動

Coming  Home  Day H16.12.04

同窓会U－２２開催 H17.03.26

会報発送 6,685通

（昭和元年度～平成１５年度卒業生）

内宛先不明で戻ったもの 582通

発送（事務局） 455通

第１回 H16.11.06

第２回 H16.11.08

内宛先不明で戻ったもの 77通

（名簿不備の為、未発送の卒業年度

―昭和48，49年度）

3. 番町小学校行事

入学式 H16.04.06

運動会 H16.10.02

勤労感謝の会 H16.11.19

展覧会 H17.01.22

謝恩会 H17.03.09

卒業式 H17.03.25

番町子ども会打合せ（事務局庶務出席）

H16.05.22

H16.06.26

H16.07.17

H16.09.04

番町子ども会 H16.09.17

1. 平成16年度　決算報告

前　期　繰　越　金 3,849,158

（１）収入の部

入　会　金（98名） 98,000

会 費（寄付を含む） 3,006,000

雑収入（平成15年度卒業生より寄付）

10,155

利　　　　　　　息 29

合　　　　　　　計 3,114,184

（２）支出の部

活　　　動　　　費 127,163

慶　　　弔　　　費 20,000

会　　　議　　　費 51,655

通　　　信　　　費 186,006

印 刷 費・事 務 費 213,655

会　報　作　成　費 945,010

インタ－ネット関係費 108,150

雑　　　　　　　費 9,359

事業準備引当金（定期預金） 200,000

活 動 準 備 積 立 金 1,200,000

合　　　　　　　計 3,060,998

次　期　繰　越　金 3,902,344

2. 平成17年度　予算

前　期　繰　越　金 3,902,344

（１）収入の部

入　　　会　　　金 85,000

会　　　　　　　費 1,800,000

記 念 誌 売 上 金 0

雑　　　収　　　入 0

利　　　　　　　息 50

合　　　　　　　計 1,885,050

（２）支出の部

活　　　動　　　費 150,000

慶　　　弔　　　費 40,000

会　　　議　　　費 50,000

通　　　信　　　費 200,000

印 刷 ・ 事 務 費 300,000

会　報　作　成　費 1,000,000

インターネット関係費 110,000

資 料 室 整 理 費 用 10,000

雑　　　　　　　費 25,050

合　　　　　　　計 1,885,0505

会報発行と会員への送付、同窓会Ｈ

Ｐの拡充やイベントの開催等、様々な

事業を展開する為、平成15年度より年

会費（2,000円）を頂戴することにな

りました。趣旨をご理解頂き、年会費

の納入をお願い致します。（収入に関

する細則第3条により、20歳以下の会

員は免除されます。）

つきましては、会費納入用の郵便振

替払込用紙をお送り致しますので、平

成18年1月31日迄にお振込下さいます

ようお願い申し上げます。前年度の分

の会費が未納の方は、合わせて納入を

お願い致します。

☆同窓生の中には、毎月集めたベルマ

ークを袋に入れて登校した記憶のあ

る方も多いのではないでしょうか。

☆愛育会では、現在もベルマークを集

めています。小学校で学んでいる後

輩たちのために、同窓会も事業の一

環として収集に協力することを計画

しています。

☆ベルマーク運動とは、「すべての子

どもに等しく、豊かな環境の中で教

育を受けさせたい」という願いをこ

めて始まった運動です。 ボランテ

ィアで生み出された資金で学校づく

りを進め、さらに国の内外でハンデ

ィを背負いながら学んでいる子ども

たちに手を差し伸べます。

☆ベルマークは、普段何気なく使って

いる歯磨きや石鹸、文房具、電池、

食品や飲料品などに付いています。

それらのマークを、まわりに5mm

程度の余白を残して切りとり、下記

までお送り下さい。送料はご寄付頂

ければ幸いです。

〒102－0085

千代田区六番町8

千代田区立番町小学校内

番町小学校同窓会事務局ベルマーク係

紙面の都合で、今年度ご寄付頂いた方

のお名前を載せることができませんで

した。謹んでお詫び申し上げます。

題字：内田禮江（昭和19年度卒）

校章デザイン：鈴木健之（昭和45年度卒）

【事業報告】 【会計報告】 【会費納入のお願い】

【事務局から】


